5月8日　ヨハネの福音書第3章
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ヨハネの福音書　第3章

レポーター：ｈ
書記：宮

Ⅰ：新しく生まれる　

☆素直な疑問をぶつけるニコデモとイエスのやり取りにより、

人々を救うための神の計画が明らかになっていく。
【Ⅰ-ⅰ場面】
1　さて、パリサイ人の中にニコデモという人がいた。ユダヤ人の指導者であった。
2　この人が、夜、イエスのもとに来て言った。「先生。私たちは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知っています。神がともにおられるのでなければ、あなたがなさるこのようなしるしは、だれも行なうことができません。」
3　イエスは答えて言われた。「まことに、まことに、あなたに告げます。人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません。」
4　ニコデモは言った。「人は、老年になっていて、どのようにして生まれることができるのですか。もう一度、母の胎にはいって生まれることができましょうか。」
5　イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに告げます。人は、水と御霊によって生まれなければ、神の国にはいることができません。
6　肉によって生まれた者は肉です。御霊によって生まれた者は霊です。
7　あなたがたは新しく生まれなければならない、とわたしが言ったことを不思議に思ってはなりません。
8　風はその思いのままに吹き、あなたはその音を聞くが、それがどこから来てどこへ行くかを知らない。御霊によって生まれる者もみな、そのとおりです。」
9　ニコデモは答えて言った。「どうして、そのようなことがありうるのでしょう。」
10　イエスは答えて言われた。「あなたはイスラエルの教師でありながら、こういうことがわからないのですか。
11　まことに、まことに、あなたに告げます。わたしたちは、知っていることを話し、見たことをあかししているのに、あなたがたは、わたしたちのあかしを受け入れません。
12　あなたがたは、わたしが地上のことを話したとき、信じないくらいなら、天上のことを話したとて、どうして信じるでしょう。
13　だれも天に上った者はいません。しかし天から下った者はいます。すなわち人の子です。
14　モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。
15　それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのちを持つためです。」
【Ⅰ-ⅱ解説】
16　神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。
17　神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。
18　御子を信じる者はさばかれない。信じない者は神のひとり子の御名を信じなかったので、すでにさばかれている。
19　そのさばきというのは、こうである。光が世に来ているのに、人々は光よりもやみを愛した。その行ないが悪かったからである。
20　悪いことをする者は光を憎み、その行ないが明るみに出されることを恐れて、光のほうに来ない。
21　しかし、真理を行なう者は、光のほうに来る。その行ないが神にあってなされたことが明らかにされるためである。
Ⅱ：バプテスマのヨハネ
☆バプテスマのヨハネが弟子に証言者としての自分の考え方を伝えている
【場面】
22　その後、イエスは弟子たちと、ユダヤの地に行き、彼らとともにそこに滞在して、バプテスマを授けておられた。
23　一方ヨハネもサリムに近いアイノンでバプテスマを授けていた。そこには水が多かったからである。人々は次々にやって来て、バプテスマを受けていた。
24　――ヨハネは、まだ投獄されていなかったからである。――
25　それで、ヨハネの弟子たちが、あるユダヤ人ときよめについて論議した。
26　彼らはヨハネのところに来て言った。「先生。見てください。ヨルダンの向こう岸であなたといっしょにいて、あなたが証言なさったあの方が、バプテスマを授けておられます。そして、みなあの方のほうへ行きます。」
27　ヨハネは答えて言った。「人は、天から与えられるのでなければ、何も受けることはできません。
28　あなたがたこそ、『私はキリストではなく、その前に遣わされた者である。』と私が言ったことの証人です。
29　花嫁を迎える者は花婿です。そこにいて、花婿のことばに耳を傾けているその友人は、花婿の声を聞いて大いに喜びます。それで、私もその喜びで満たされているのです。
30　あの方は盛んになり私は衰えなければなりません。」
【解説】
31　上から来る方は、すべてのものの上におられ、地から出る者は地に属し、地のことばを話す。天から来る方は、すべてのものの上におられる。
32　この方は見たこと、また聞いたことをあかしされるが、だれもそのあかしを受け入れない。
33　そのあかしを受け入れた者は、神は真実であるということに確認の印を押したのである。
34　神がお遣わしになった方は、神のことばを話される。神が御霊を無限に与えられるからである。
35　父は御子を愛しておられ、万物を御子の手にお渡しになった。
36　御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない者は、いのちを見ることがなく、神の怒りがその上にとどまる。
＜MEMO>




















※【補足】ニコデモ：


ファリサイ派の議員。他のユダヤ人指導者がイエスを非難する中、彼を弁護するほか、イエスの処刑後は遺体を引き取り埋葬した。














【疑問】｢新しく生まれる｣「神の国を見る」とはどういうことか。


政木：前者は信仰心を持つということ？


♀：水から生まれる＝羊水を暗喩？


先生：古い自分が新しい自分に生まれ変わる（非肉体的）


キリスト教では生誕は単純な誕生日とキリスト教を信じた日の２回としている。


【疑問】ここで繰り返されている


「(水と)御霊によって生まれる」


「新しく生まれる」


「肉によって生まれる」


とはどういう意味か。














【疑問】8節は何のたとえだろうか。


ｈ：８節は何に説得力を持たせるためのたとえ？


ｈ：新しく生まれ変わらなくちゃと思った後、「俺生まれかわってもいいのかな？」と思う必要はない。





＠：風＝神の言葉・行為


先生：風＝御霊。どちらも見えないけども存在しているモノ。









































＜MEMO>
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【補足】民数記21.4-9


【疑問】「人の子も挙げられる」とは





【疑問】「永遠の命」とは


＠：神の国での命。神様と永遠に生きるということ。


津崎：神の国に行くということ。


宮：永遠に惑わされない。





16節は「聖書の中の聖書」といわれる















































＜MEMO>











【疑問】神は「世を愛された」のに、信じないものは「既に裁いた」というのは矛盾しないのか。
































レオナルドダヴィンチの描いた


バプテスマのヨハネ
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【疑問】この時の弟子たちの気持ちは


Ｆ：おいおい大丈夫かよJ( 'ｰ`)し











＜MEMO>


【復讐】バプテスマのヨハネはどのような人であったか(参考：ヨハネ1.10)








【疑問】29節は何のたとえか


津崎：花嫁＝人びと


花婿＝イエス


友人＝ヨハネ














【疑問】衰えなければいけない、とはなぜか。


鶴：イエスのサポート役に回らなきゃな








【疑問】人間は下等な存在、ということ？


Ｆ：天と地は違い、神と我々は違う存在であることを強調。























【疑問】万物を御子の手に渡した、とはどういうことか。
































